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新年あけましておめでとうございます。
古原会長が、日本鉄鋼協会の会長に就任されて9ヶ月目にな

る本号に古原会長、柳本副会長、福田副会長と40歳代の研究
者・技術者を交えて合計10名座談会の記事を掲載することにな
りました。コロナ感染対策下での座談会となり、写真撮影の時
だけ、マスクを外したり、正面に座っている方は、数m以上離
れて座ったりなど、ある意味で最近の生活で慣れた環境下です
が、いざ座談会で議論が活発になるかなど心配したものの、無
事に予定通り、かつ、活発な議論ができました。

内容は、「鉄が果たすべき役割」と題して、上工程（製銑、
製鋼）、下工程（圧延、材料）、環境・エネルギーなどの分野の
第一線で活躍されている方々の意見を交えながら議論できまし
た。普段、議論されている内容以外の新たな発想や意見が飛び
出し、価値のある議論ができたと思います。次回のチャンス
が、もしあるなら、30歳代の方の座談会も面白いのでは？と
思った次第です。
� （K.T.）

編  集  後  記
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■銅ステーブ
最新技術により、循環式熱応力による偏芯量を最小限に抑えた垂直型溝孔構造による
不等辺四角形溝付き水冷構造の銅ステーブを開発しすでに採用済み

■多層式耐摩耗材の挿入
・波形配列の連結方式による挿入も可能
・モース硬度9.4（ダイアモンドのモース硬度は10.0）の焼結細密セラミックによる
二重構造の高耐摩耗鉄扉にも採用可能
・極く僅かの損耗率である超耐摩耗耐火材を使用

KME Special Products社の総販売代理店

KME社製 圧延銅ステーブ

最新技術による耐摩耗方式が搭載されているKME社製銅ステーブ

KME社特許取得済みの最新技術による耐摩耗材が搭載された銅ステーブの特徴
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